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４ スポーツ施設の管理運営

(1) スポーツ施設の戦略的活用

令和４年１月の「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」において、「都立スポーツ施設の

戦略的活用」について公表した。東京 2020 大会を契機に、新規恒久施設の整備や、既存施設

のバリアフリー化等の改修、さらに、大会のレガシーを活かしたパラスポーツやアーバンス

ポーツ施設も誕生するなど、都立スポーツ施設をバージョンアップしてきた。これら、18施

設のネットワークや各施設の特性を活かしながら、①スポーツでの更なる活用②多様な活用

による新たな体験の提供③施設・地域との連携の３つの取組で、施設の活用を推進していく。

令和５年度より、18 施設のネットワークを生かすため、「発信力の強化」「ニーズ対応力の

強化」「一体的な取組によるスポーツ振興」の３つの視点で、公益財団法人東京都スポーツ文

化事業団との共催により、「都立スポーツ施設の連携促進事業」を施設横断的に展開している。

  ＜主な取組＞

   ・18施設の発信力強化

     ＬＩＮＥ等ＳＮＳを活用し各施設のイベント情報などの発信を行っているほか、施設

の認知度向上を目的とした広告動画等を制作し、広くＰＲを図っている。

   ・「ＴＯＫＹＯスポーツ施設コンシェルジュ」

     都立スポーツ施設の施設利用に関する総合的な相談窓口を公益財団法人東京都スポー

ツ文化事業団内に設置した。スポーツ・競技利用を始め、様々な利用ニーズに対しワン

ストップに対応する。

   

・アーバンスポーツ体験プログラム

     東京 2020 大会のレガシーの一つとして、アーバンスポーツの裾野拡大、普及啓発、競

技・マナーに対する理解促進に繋げるとともに、施設の活用やＰＲ・認知度向上を図っ

ていく。子供や若年層でも取り組みやすい体験メニューとすることで、スポーツを楽し

むきっかけを提供し、スポーツ実施率向上にも資する取組としていく。（令和６年度は、

全７回予定）

(2) 都のスポーツ施設

   スポーツ及びレクリエーションの普及振興を図り、都民の心身の健全な発達に寄与するこ

とを目的として施設を設置している。

   なお設置根拠となる条例につき、都を取り巻くスポーツ行政の実情を踏まえ、令和６年度

より「東京都体育施設条例」から「東京都スポーツ施設条例」へと名称を変更した。
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ア 東京体育館
都民の生涯スポーツの普及・振興を図るため、個々の体力

や年齢・技術・興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、
いつまでもスポーツに親しむことができるように、全都的総
合体育施設としての特徴をいかした施設の貸出及び個人公
開を行うとともに、各種スポーツ事業を実施している。

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
面積 3,220㎡
観覧席 9,308 席（固定席 5,178 席 車椅子席等 130席 仮設席 4,000 席）

サブアリーナ 面積 1,330㎡

屋内プール
50ｍプール ８レーン 観覧席（固定席） 789 席
25ｍプール ６レーン

陸上競技場 200ｍトラック ５レーン  100ｍ直走路 ５レーン

トレーニングルーム・スタ
ジオ

トレーニングルーム面積 Ａ412 ㎡ Ｂ191㎡ スタジオ面積 340 ㎡

健康体力相談室 面積 130㎡ 診察室、カウンセリング室、運動負荷検査室、筋力測定室

スポーツ情報
コーナー

スポーツ情報資料等の収集・展示

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕                 (単位:%)

メインアリーナ サブアリーナ

令和５年度 99.5 99.8

〔個人利用者数〕                                  （単位:人）

陸上競技場 プール
トレーニング

ルーム

月額固定

利用者

健康体力

相談室

合計

令和５年度 21,252 294,410 68,657 391 384,710  

〔主要大会〕

名称 日程

ISU世界フィギュアスケート国別対抗戦 2023 4/13～16 

NHK杯体操 5/20～21 

2023 ワールド車いすラグビー アジア・オセアニアチャンピオンシップ 6/29～7/2 

イオンカップ 2023世界新体操クラブ選手権 9/28～10/1 

グランドスラム東京 2023国際柔道大会 12/2～3 

全国高等学校バスケットボール選手権大会（ウインターカップ） 12/23～29 

全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー） 1/4～8 

天皇杯・皇后杯全日本卓球選手権大会 1/22～28 

・開館年月日 昭和 31 年８月 15日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地     渋谷区千駄ヶ谷一丁目 17 番１号

・施設規模 敷地面積  45,800㎡

ス
ポ
ー
ツ



- 254 -

４ スポーツ施設の管理運営

(1) スポーツ施設の戦略的活用

令和４年１月の「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」において、「都立スポーツ施設の

戦略的活用」について公表した。東京 2020 大会を契機に、新規恒久施設の整備や、既存施設

のバリアフリー化等の改修、さらに、大会のレガシーを活かしたパラスポーツやアーバンス

ポーツ施設も誕生するなど、都立スポーツ施設をバージョンアップしてきた。これら、18施

設のネットワークや各施設の特性を活かしながら、①スポーツでの更なる活用②多様な活用

による新たな体験の提供③施設・地域との連携の３つの取組で、施設の活用を推進していく。

令和５年度より、18 施設のネットワークを生かすため、「発信力の強化」「ニーズ対応力の

強化」「一体的な取組によるスポーツ振興」の３つの視点で、公益財団法人東京都スポーツ文

化事業団との共催により、「都立スポーツ施設の連携促進事業」を施設横断的に展開している。

  ＜主な取組＞

   ・18施設の発信力強化

     ＬＩＮＥ等ＳＮＳを活用し各施設のイベント情報などの発信を行っているほか、施設

の認知度向上を目的とした広告動画等を制作し、広くＰＲを図っている。

   ・「ＴＯＫＹＯスポーツ施設コンシェルジュ」

     都立スポーツ施設の施設利用に関する総合的な相談窓口を公益財団法人東京都スポー

ツ文化事業団内に設置した。スポーツ・競技利用を始め、様々な利用ニーズに対しワン

ストップに対応する。

   

・アーバンスポーツ体験プログラム

     東京 2020 大会のレガシーの一つとして、アーバンスポーツの裾野拡大、普及啓発、競

技・マナーに対する理解促進に繋げるとともに、施設の活用やＰＲ・認知度向上を図っ

ていく。子供や若年層でも取り組みやすい体験メニューとすることで、スポーツを楽し

むきっかけを提供し、スポーツ実施率向上にも資する取組としていく。（令和６年度は、

全７回予定）

(2) 都のスポーツ施設

   スポーツ及びレクリエーションの普及振興を図り、都民の心身の健全な発達に寄与するこ

とを目的として施設を設置している。

   なお設置根拠となる条例につき、都を取り巻くスポーツ行政の実情を踏まえ、令和６年度

より「東京都体育施設条例」から「東京都スポーツ施設条例」へと名称を変更した。
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ア 東京体育館
都民の生涯スポーツの普及・振興を図るため、個々の体力

や年齢・技術・興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、
いつまでもスポーツに親しむことができるように、全都的総
合体育施設としての特徴をいかした施設の貸出及び個人公
開を行うとともに、各種スポーツ事業を実施している。

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
面積 3,220㎡
観覧席 9,308 席（固定席 5,178 席 車椅子席等 130席 仮設席 4,000 席）

サブアリーナ 面積 1,330㎡

屋内プール
50ｍプール ８レーン 観覧席（固定席） 789 席
25ｍプール ６レーン

陸上競技場 200ｍトラック ５レーン  100ｍ直走路 ５レーン

トレーニングルーム・スタ
ジオ

トレーニングルーム面積 Ａ412 ㎡ Ｂ191㎡ スタジオ面積 340 ㎡

健康体力相談室 面積 130㎡ 診察室、カウンセリング室、運動負荷検査室、筋力測定室

スポーツ情報
コーナー

スポーツ情報資料等の収集・展示

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕                 (単位:%)

メインアリーナ サブアリーナ

令和５年度 99.5 99.8

〔個人利用者数〕                                  （単位:人）

陸上競技場 プール
トレーニング

ルーム

月額固定

利用者

健康体力

相談室

合計

令和５年度 21,252 294,410 68,657 391 384,710  

〔主要大会〕

名称 日程

ISU世界フィギュアスケート国別対抗戦 2023 4/13～16 

NHK杯体操 5/20～21 

2023 ワールド車いすラグビー アジア・オセアニアチャンピオンシップ 6/29～7/2 

イオンカップ 2023世界新体操クラブ選手権 9/28～10/1 

グランドスラム東京 2023国際柔道大会 12/2～3 

全国高等学校バスケットボール選手権大会（ウインターカップ） 12/23～29 

全日本バレーボール高等学校選手権大会（春高バレー） 1/4～8 

天皇杯・皇后杯全日本卓球選手権大会 1/22～28 

・開館年月日 昭和 31 年８月 15日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地     渋谷区千駄ヶ谷一丁目 17 番１号

・施設規模 敷地面積  45,800㎡

ス
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テニス日本リーグ 2/16～18 

B.LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP 2024 3/27～31 

イ 駒沢オリンピック公園総合運動場
公園の自然豊かな環境の中で、都民が多様なス

ポーツに親しめる環境を整備し、施設提供のほか、
スポーツ・レクリエーションの普及や資料収集等、
施設の特性をいかした事業を展開している。

・開館年月日 昭和 39 年 12月１日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 世田谷区駒沢公園１番１号

・施設規模 公園全体面積  413,573㎡  

運動施設面積（専用駐車場を含む）

157,038 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

陸上競技場
面積 18,260㎡ ２種公認
観覧席 20,010席(うち車椅子席 20席) 

体育館  
※改修中

面積 1,842㎡
観覧席 3,478席(うち仮設席 1,120席、車椅子席４席) 

屋内球技場
面積 1,833㎡
観覧席 2,358席(うち仮設席 800席、車椅子席 26席) 

第一球技場
面積 8,051㎡
観覧席 1,038席(うち車椅子席 18席) 

第二球技場
面積 8,409㎡(人工芝) 
観覧席 1,618席(うち車椅子席３席) 

補助競技場 面積  10,530㎡(人工芝) 

硬式野球場
面積 12,754㎡(人工芝) 
観覧席 3,040席(うち車椅子席 28席)

軟式野球場 面積 12,565㎡ ２面

テニスコート 面積 6,305㎡ 砂入り人工芝８面

弓道場
近的射場(９人立 和弓 28m、アーチェリー 18ｍ) 
遠的射場(２人立 和弓 60m、アーチェリー 30ｍ･50ｍ) 

屋外プール 休止中

トレーニング
ルーム

陸上競技場東側下内 1,996㎡

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕                       (単位:%)

体育館
屋内球技

場
第一球技場 第二球技場 補助競技場

令和５年度 改修中 96.2  84.1  99.3  98.1  

〔個人利用者数〕   （単位:人）

トレーニング

ルーム
弓道場 合計

令和５年度 154,695  2,729  157,424 

〔主要大会〕

名称 日程

ジャパンラグビーリーグワン 2023 4/22  

2023 ジャパンパラボッチャ競技大会 8/19～20 

2023ジュニアスポーツアジア交流大会（バドミントン） 8/26～29  
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WBSC 2023 U-15 Women’s Softball World Cup 10/21～24、26～28  

令和５年度第 102 回全国高校サッカー選手権大会 12/29、31、1/2 

第 16回全日本オリエンテーリング選手権大会（スプリント競技部門） 1/7   

ウ 東京武道館
武道の普及振興を図る都の中心拠点として、大規模武

道競技大会へ施設を提供するとともに、武道振興及び都
民の健康増進のための各種事業、情報提供、指導者研修
等を実施している。

・開館年月日 平成２年２月 10日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 足立区綾瀬三丁目 20 番１号

・施設規模 敷地面積  14,824㎡

主要施設

施設名 施設の概要

大武道場
面積 1,972㎡
観覧席 3,728 席(固定席 1,728 席 仮設席 2,000 席) 

他に車椅子席 16席

第一武道場 面積 520㎡ 240 畳

第二武道場 面積 473㎡

弓道場
和弓(近的)12 人立
和弓(遠的)10 人立

トレーニングルーム 面積 449.7㎡

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕           （単位：%）

大武道場

令和５年度 93.7

〔個人利用者数〕 （単位:人）

トレーニング
ルーム

弓道場 第一武道場 第二武道場 合計

令和５年度 57,604 2,727 1,115 1,207 62,653

〔主要大会〕

名称 日程

JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟｼﾞｭﾆｱｸｲｰﾝｽﾞｶｯﾌﾟﾚｽﾘﾝｸﾞ選手権大会 4/8～9 

第 20回全国高等学校合気道連盟演武大会 8/2

第 19回全日本パラ空手道競技大会 8/5

第 23回全日本少年少女空手道選手権大会 8/7～9 

第 59回和道流空手道連盟全国大会 8/19～20

第 58回全日本居合道大会 10/21

第 71回全国青年大会剣道競技 11/11～12

世界松濤館空手道連盟第 16 回世界大会 11/16～18

第２回 WMKO世界マーシャルアーツ空手道選手権大会 12/2

第 42回全国高等学校弓道選抜大会 12/23～25

第 6 回全日本ろう者空手道連盟 JDKF.空手道競技大会 2/5

第 25回全日本実業団女子・高壮年剣道大会 3/2

ス
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テニス日本リーグ 2/16～18 

B.LEAGUE U15 CHAMPIONSHIP 2024 3/27～31 

イ 駒沢オリンピック公園総合運動場
公園の自然豊かな環境の中で、都民が多様なス

ポーツに親しめる環境を整備し、施設提供のほか、
スポーツ・レクリエーションの普及や資料収集等、
施設の特性をいかした事業を展開している。

・開館年月日 昭和 39 年 12月１日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 世田谷区駒沢公園１番１号

・施設規模 公園全体面積  413,573㎡  

運動施設面積（専用駐車場を含む）

157,038 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

陸上競技場
面積 18,260㎡ ２種公認
観覧席 20,010席(うち車椅子席 20席) 

体育館  
※改修中

面積 1,842㎡
観覧席 3,478席(うち仮設席 1,120席、車椅子席４席) 

屋内球技場
面積 1,833㎡
観覧席 2,358席(うち仮設席 800席、車椅子席 26席) 

第一球技場
面積 8,051㎡
観覧席 1,038席(うち車椅子席 18席) 

第二球技場
面積 8,409㎡(人工芝) 
観覧席 1,618席(うち車椅子席３席) 

補助競技場 面積  10,530㎡(人工芝) 

硬式野球場
面積 12,754㎡(人工芝) 
観覧席 3,040席(うち車椅子席 28席)

軟式野球場 面積 12,565㎡ ２面

テニスコート 面積 6,305㎡ 砂入り人工芝８面

弓道場
近的射場(９人立 和弓 28m、アーチェリー 18ｍ) 
遠的射場(２人立 和弓 60m、アーチェリー 30ｍ･50ｍ) 

屋外プール 休止中

トレーニング
ルーム

陸上競技場東側下内 1,996㎡

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕                       (単位:%)

体育館
屋内球技

場
第一球技場 第二球技場 補助競技場

令和５年度 改修中 96.2  84.1  99.3  98.1  

〔個人利用者数〕   （単位:人）

トレーニング

ルーム
弓道場 合計

令和５年度 154,695  2,729  157,424 

〔主要大会〕

名称 日程

ジャパンラグビーリーグワン 2023 4/22  

2023 ジャパンパラボッチャ競技大会 8/19～20 

2023ジュニアスポーツアジア交流大会（バドミントン） 8/26～29  
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WBSC 2023 U-15 Women’s Softball World Cup 10/21～24、26～28  

令和５年度第 102 回全国高校サッカー選手権大会 12/29、31、1/2 

第 16回全日本オリエンテーリング選手権大会（スプリント競技部門） 1/7   

ウ 東京武道館
武道の普及振興を図る都の中心拠点として、大規模武

道競技大会へ施設を提供するとともに、武道振興及び都
民の健康増進のための各種事業、情報提供、指導者研修
等を実施している。

・開館年月日 平成２年２月 10日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 足立区綾瀬三丁目 20 番１号

・施設規模 敷地面積  14,824㎡

主要施設

施設名 施設の概要

大武道場
面積 1,972㎡
観覧席 3,728 席(固定席 1,728 席 仮設席 2,000 席) 

他に車椅子席 16席

第一武道場 面積 520㎡ 240 畳

第二武道場 面積 473㎡

弓道場
和弓(近的)12 人立
和弓(遠的)10 人立

トレーニングルーム 面積 449.7㎡

・管理運営   公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕           （単位：%）

大武道場

令和５年度 93.7

〔個人利用者数〕 （単位:人）

トレーニング
ルーム

弓道場 第一武道場 第二武道場 合計

令和５年度 57,604 2,727 1,115 1,207 62,653

〔主要大会〕

名称 日程

JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟｼﾞｭﾆｱｸｲｰﾝｽﾞｶｯﾌﾟﾚｽﾘﾝｸﾞ選手権大会 4/8～9 

第 20回全国高等学校合気道連盟演武大会 8/2

第 19回全日本パラ空手道競技大会 8/5

第 23回全日本少年少女空手道選手権大会 8/7～9 

第 59回和道流空手道連盟全国大会 8/19～20

第 58回全日本居合道大会 10/21

第 71回全国青年大会剣道競技 11/11～12

世界松濤館空手道連盟第 16 回世界大会 11/16～18

第２回 WMKO世界マーシャルアーツ空手道選手権大会 12/2

第 42回全国高等学校弓道選抜大会 12/23～25

第 6 回全日本ろう者空手道連盟 JDKF.空手道競技大会 2/5

第 25回全日本実業団女子・高壮年剣道大会 3/2

ス
ポ
ー
ツ
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エ 有明テニスの森公園テニス施設
センターコート「有明コロシアム」のほか、ショ

ーコート、インドアコート、屋外コートを備えた国
内有数のテニス競技施設である。
昭和 58 年の開設以来、国際大会から一般利用ま

で、テニスの拠点施設として多くの方々に親しまれ
ている。

・開館年月日 昭和 58 年５月 14日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区有明二丁目２番 22号

・施設規模 運動施設面積  163,342 ㎡

※ 平成 23 年４月 東京都港湾局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

テニスコート
ハードコート（照明有） 23 面
砂入り芝コート（照明無） 16 面

インドアコート ハードコート ８面

ショーコート
ハードコート １面
観客席 3,018 席
（うち固定席 2,910席、車椅子席ほか 108 席）

有明コロシアム
ハードコート １面
観客席 10,008 席
（うち固定席 9,856席、車椅子席ほか 152 席）

・管理運営   有明テニス・マネージメントチームが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔稼働日数〕     （単位：日）

有明コロシアム ショーコート

令和５年度 157 232 

〔年間利用者数〕   （単位:人）

テニスコート
（47 面）

令和５年度 243,538  

〔主要大会〕

名称 日程

東レ パンパシフィックオープンテニス 9/25～10/1 

木下グループジャパンオープンテニス 10/16～22 

全日本テニス選手権 10/28～11/5 
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オ 若洲海浜公園ヨット訓練所
  若洲海浜公園ヨット訓練所は、基礎的なヨットの帆
走技術を習得できる施設である。

  ヨット教室では帆走訓練、ロープワーク、ヨット
の艤装（組立等）、室内講義等を行っている。

・開館年月日 平成３年７月６日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区若洲三丁目１番１号

・施設規模
全体面積 47,235 ㎡
陸域面積  30,735 ㎡
水域面積  16,500 ㎡

※ 平成 23年４月 東京都港湾局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

マリーナ

ヨットヤード
浮桟橋 ５基(延長 180ｍ) 
監視塔 １基(高さ 11.25ｍ) 
第一艇庫棟
第二艇庫棟

・管理運営   若洲シーサイドパークグループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

ヨット訓練所

令和５年度 1,437

〔主要大会等〕

名称 日程

東京港レガッタ 5/20

サマーズカップ 8/27

バレンタインカップ 2/25

マンスリーレガッタ 10 回実施

障害者体験乗船会及び障害者ヨット教室 7 回実施

カ 武蔵野の森総合スポーツプラザ
味の素スタジアムと合わせて多摩の一大スポーツ

拠点を形成し、競技大会や地域スポーツの拠点とし
て多摩のスポーツ振興に貢献すること、大規模イベ
ント等の会場として、地域のにぎわいに貢献するこ
とを目的として運営している。

・開館年月日 平成 29 年 11月 25日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 東京都調布市西町 290番 11

・施設規模 敷地面積  33,473㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
競技面積約 4,900 ㎡
最大収容人数 10,000 人以上（うち車椅子席 72 席、仮設席含む）

サブアリーナ 競技面積約 1,800 ㎡ 観覧席（固定席）340 席

ス
ポ
ー
ツ
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エ 有明テニスの森公園テニス施設
センターコート「有明コロシアム」のほか、ショ

ーコート、インドアコート、屋外コートを備えた国
内有数のテニス競技施設である。
昭和 58 年の開設以来、国際大会から一般利用ま

で、テニスの拠点施設として多くの方々に親しまれ
ている。

・開館年月日 昭和 58 年５月 14日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区有明二丁目２番 22号

・施設規模 運動施設面積  163,342 ㎡

※ 平成 23 年４月 東京都港湾局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

テニスコート
ハードコート（照明有） 23 面
砂入り芝コート（照明無） 16 面

インドアコート ハードコート ８面

ショーコート
ハードコート １面
観客席 3,018 席
（うち固定席 2,910席、車椅子席ほか 108 席）

有明コロシアム
ハードコート １面
観客席 10,008 席
（うち固定席 9,856席、車椅子席ほか 152 席）

・管理運営   有明テニス・マネージメントチームが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔稼働日数〕     （単位：日）

有明コロシアム ショーコート

令和５年度 157 232 

〔年間利用者数〕   （単位:人）

テニスコート
（47 面）

令和５年度 243,538  

〔主要大会〕

名称 日程

東レ パンパシフィックオープンテニス 9/25～10/1 

木下グループジャパンオープンテニス 10/16～22 

全日本テニス選手権 10/28～11/5 
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オ 若洲海浜公園ヨット訓練所
  若洲海浜公園ヨット訓練所は、基礎的なヨットの帆

走技術を習得できる施設である。
  ヨット教室では帆走訓練、ロープワーク、ヨット

の艤装（組立等）、室内講義等を行っている。

・開館年月日 平成３年７月６日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区若洲三丁目１番１号

・施設規模
全体面積 47,235 ㎡
陸域面積  30,735 ㎡
水域面積  16,500 ㎡

※ 平成 23年４月 東京都港湾局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

マリーナ

ヨットヤード
浮桟橋 ５基(延長 180ｍ) 
監視塔 １基(高さ 11.25ｍ) 
第一艇庫棟
第二艇庫棟

・管理運営   若洲シーサイドパークグループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

ヨット訓練所

令和５年度 1,437

〔主要大会等〕

名称 日程

東京港レガッタ 5/20

サマーズカップ 8/27

バレンタインカップ 2/25

マンスリーレガッタ 10 回実施

障害者体験乗船会及び障害者ヨット教室 7 回実施

カ 武蔵野の森総合スポーツプラザ
味の素スタジアムと合わせて多摩の一大スポーツ

拠点を形成し、競技大会や地域スポーツの拠点とし
て多摩のスポーツ振興に貢献すること、大規模イベ
ント等の会場として、地域のにぎわいに貢献するこ
とを目的として運営している。

・開館年月日 平成 29 年 11月 25日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 東京都調布市西町 290番 11

・施設規模 敷地面積  33,473㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
競技面積約 4,900 ㎡
最大収容人数 10,000 人以上（うち車椅子席 72 席、仮設席含む）

サブアリーナ 競技面積約 1,800 ㎡ 観覧席（固定席）340 席

ス
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屋内プール 50ｍ×20ｍプール ８コース 観覧席（固定席）185席

トレーニングルーム
スタジオ

トレーニングルーム面積 347㎡
スタジオ面積 Ａ107 ㎡ Ｂ127 ㎡

・管理運営   東京スタジアムグループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕 （単位：%）

メインアリーナ サブアリーナ

令和５年度 86.3 96.2

〔個人利用者数〕 （単位：人）

プール・トレーニングルーム
月額固定
利用者

合計

令和５年度 137,336 35,219 172,555

〔主要大会〕

名称 日程

W リーグプレーオフ（セミファイナル、ファイナル） 4/8～10、4/15～17

第 76回 全日本新体操選手権大会 10/27～29

令和５年度 天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会 12/8～10

令和５年度 第 77回 全日本総合バドミントン選手権大会 12/25～30

Jr.ウインターカップ 2023-24 
2023 年度 第４回 全国 U15 バスケットボール選手権大会

1/4～8

キ 海の森水上競技場

東京港中央防波堤内側及び外側埋立地間の水路に

整備された施設で、2,000ｍの競技コースを備えた水

上競技場。

国際大会が開催できるローイングの競技場及び育

成・強化の拠点として活用するほか、都民に様々な水

上スポーツ、水上レジャーに親しむ機会を提供してい

る。また、広大な陸上エリアや東京湾のダイナミック

な景観を活かしたユニークべニューとしても活用して

いる。

・竣工日 令和元年５月 31日

・再開業日 令和４年４月 29日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区海の森三丁目６番 44 号

・施設規模
敷地面積 陸域 125,436 ㎡

     水域 543,570 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

競技コース
2,000ｍ

ローイング８レーン、カヌー ９レーン

グランドスタンド棟
観客席 1,960 席（うち車椅子席 24 席）

会議室、ラウンジ等 延べ面積：約 2,999 ㎡

艇庫棟

艇庫、会議室、宿泊室、トレーニングルーム、食堂、更衣

室、ドーピングコントロール室等

延べ面積：約 4,572㎡

フィニッシュタワー棟
会議室等

延べ面積：約 496 ㎡
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第二艇庫棟
艇庫、トレーニングルーム等

延べ面積：約 1,323㎡

・管理運営 海の森水上競技場マネジメント共同企業体が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位：人）

施設合計

令和５年度 58,357

〔主要大会〕

名称 日程

第 101 回全日本ローイング選手権大会 5/18～21

令和５年度東京都カヌースプリント選手権大会 5/28

第 78 回国民体育大会関東ブロック大会（カヌー） 5/28

東京・海の森アクアスロン 2023 6/18

第２回東京・海の森トライアスロン 2023 7/9

ドラゴンボート海の森オープン 10/21～22

TOKYO2020 開催記念レガッタ 10/29

ク 夢の島公園アーチェリー場

アーチェリーの主要な競技大会の会場としての利

用のほか、夢の島公園と一体となった芝生広場とし

て、各種イベント・レクリエーション等を楽しむ憩い

の場として活用している。

・竣工日 平成 31 年２月 28日

・再開業日 令和３年 10月 31日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区夢の島二丁目１番４号

・施設規模 敷地面積 22,734.23 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

休憩舎
長さ約 130ｍ

観覧席なし

芝生広場 面積約 18,000 ㎡

・管理運営  アメニス夢の島グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

芝生広場

令和５年度 10,583

〔主要大会〕

名称 日程

第 52回世界選手権大会最終選考会 兼 第 19回アジア競技大会最終選考会 4/6～4/9

第 56回全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会 6/24～25

ス
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屋内プール 50ｍ×20ｍプール ８コース 観覧席（固定席）185席

トレーニングルーム
スタジオ

トレーニングルーム面積 347㎡
スタジオ面積 Ａ107 ㎡ Ｂ127 ㎡

・管理運営   東京スタジアムグループが指定管理者として管理運営
・令和５年度事業実績

〔施設稼働率〕 （単位：%）

メインアリーナ サブアリーナ

令和５年度 86.3 96.2

〔個人利用者数〕 （単位：人）

プール・トレーニングルーム
月額固定
利用者

合計

令和５年度 137,336 35,219 172,555

〔主要大会〕

名称 日程

W リーグプレーオフ（セミファイナル、ファイナル） 4/8～10、4/15～17

第 76回 全日本新体操選手権大会 10/27～29

令和５年度 天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会 12/8～10

令和５年度 第 77回 全日本総合バドミントン選手権大会 12/25～30

Jr.ウインターカップ 2023-24 
2023 年度 第４回 全国 U15 バスケットボール選手権大会

1/4～8

キ 海の森水上競技場

東京港中央防波堤内側及び外側埋立地間の水路に

整備された施設で、2,000ｍの競技コースを備えた水

上競技場。

国際大会が開催できるローイングの競技場及び育

成・強化の拠点として活用するほか、都民に様々な水

上スポーツ、水上レジャーに親しむ機会を提供してい

る。また、広大な陸上エリアや東京湾のダイナミック

な景観を活かしたユニークべニューとしても活用して

いる。

・竣工日 令和元年５月 31日

・再開業日 令和４年４月 29日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区海の森三丁目６番 44 号

・施設規模
敷地面積 陸域 125,436 ㎡

     水域 543,570 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

競技コース
2,000ｍ

ローイング８レーン、カヌー ９レーン

グランドスタンド棟
観客席 1,960 席（うち車椅子席 24 席）

会議室、ラウンジ等 延べ面積：約 2,999 ㎡

艇庫棟

艇庫、会議室、宿泊室、トレーニングルーム、食堂、更衣

室、ドーピングコントロール室等

延べ面積：約 4,572㎡

フィニッシュタワー棟
会議室等

延べ面積：約 496 ㎡
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第二艇庫棟
艇庫、トレーニングルーム等

延べ面積：約 1,323㎡

・管理運営 海の森水上競技場マネジメント共同企業体が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位：人）

施設合計

令和５年度 58,357

〔主要大会〕

名称 日程

第 101 回全日本ローイング選手権大会 5/18～21

令和５年度東京都カヌースプリント選手権大会 5/28

第 78 回国民体育大会関東ブロック大会（カヌー） 5/28

東京・海の森アクアスロン 2023 6/18

第２回東京・海の森トライアスロン 2023 7/9

ドラゴンボート海の森オープン 10/21～22

TOKYO2020 開催記念レガッタ 10/29

ク 夢の島公園アーチェリー場

アーチェリーの主要な競技大会の会場としての利

用のほか、夢の島公園と一体となった芝生広場とし

て、各種イベント・レクリエーション等を楽しむ憩い

の場として活用している。

・竣工日 平成 31 年２月 28日

・再開業日 令和３年 10月 31日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江東区夢の島二丁目１番４号

・施設規模 敷地面積 22,734.23 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

休憩舎
長さ約 130ｍ

観覧席なし

芝生広場 面積約 18,000 ㎡

・管理運営  アメニス夢の島グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

芝生広場

令和５年度 10,583

〔主要大会〕

名称 日程

第 52回世界選手権大会最終選考会 兼 第 19回アジア競技大会最終選考会 4/6～4/9

第 56回全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会 6/24～25

ス
ポ
ー
ツ
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東京都学生リーグ春季入替戦（フライングディスク） 8/8

2023 年度 関東学生アーチェリー ターゲット個人選手権大会 本選 8/23～24

第 65回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 10/20～22

2024 年 ナショナルチーム選考会 11/3～5

ケ カヌー・スラロームセンター

都立葛西臨海公園に隣接する国内初の人工カヌースラロー

ムコース。

カヌーをはじめとした水上競技の国際・国内大会の開催のほ

か、アスリートの強化育成拠点としての運営、その他、広く水

上スポーツ体験やラフティングなどの水上レジャーへの参加

の機会を提供している。

・竣工日 （競技コース）令和元年５月31日

（管 理 棟）令和元年12月17日

・再開業日 令和４年７月23日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江戸川区臨海町六丁目１番１号

・施設規模 敷地面積 約 57,715.71㎡

主要施設

施設名 施設の概要

競技施設
競技コース、ウォーミングアップコース、フィニッシュプール、ポンプ施設、

ボートコンベア等

管理棟
延べ面積約 1,224 ㎡

艇庫、会議室、トレーニングルーム、更衣室等

多目的棟 倉庫、多目的室 ※ 令和５年１月 13 日竣工

・管理運営 株式会社協栄が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕
（単位:人）

施設合計

令和５年度 52,363

〔主要大会〕

名称 日程

令和５年度カヌースラローム日本代表選手選考大会 4/14～16

2023 カヌースラローム アジア選手権大会・アジア大陸予選会 兼 第 46 回 NHK
杯全日本カヌースラローム競技大会

10/27～29
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コ 大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場

都立大井ふ頭中央海浜公園内に整備された、ホッケーをは

じめ、様々なスポーツで利用できる多目的球技場。

  数少ない公共のホッケー競技場として、ホッケーの競技力

強化と普及・振興の場であるとともに、屋外スポーツ施設が

集積した大井ふ頭中央海浜公園と一体となり、あらゆる都民

がスポーツに親しめる機会を提供している。

・竣工日 令和元年６月 27日

・再開業日 令和４年６月 18日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 品川区八潮四丁目１番 19号（メインピッチ）

及び大田区東海一丁目２番１号（サブピッ

チ）

・施設規模 敷地面積 （メインピッチ（多目的コート一

面分含む））約 26,520 ㎡、（サブピッチ）約

15,400㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインピッチ
建物延べ面積：5,927 ㎡

観客席：約 2,600 席（うち車椅子席 26 席）

サブピッチ
建物延べ面積：1,959 ㎡

観客席：約 500 席（うち車椅子席 5 席）

・管理運営 アメニス海上南部地区グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

施設合計

令和５年度 97,403

〔主要大会〕

名称 日程

2023 年度関東学生ホッケー春季リーグ 4/2～8/25 

高円宮牌ホッケー日本リーグ 4/21～11/19

第 32回東日本クラブチームラクロスリーグ戦 5/27～10/21

第 35回関東学生ラクロスリーグ戦 8/16～11/19 

日本ホッケー協会設立 100周年記念 ホッケー日本代表国際強化マッチ 9/2～3 

第 4 回 マスターズホッケー JAPAN CUP 2023 10/28～29

2023 年度関東学生ホッケー秋季リーグ 9/9～11/23

全日本学生ホッケー選手権大会 8/20～11/12

第 4 回 マスターズホッケー JAPAN CUP 10/28～29

シニア＆レディーズホッケー大会 4/29～9/30

ス
ポ
ー
ツ
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東京都学生リーグ春季入替戦（フライングディスク） 8/8

2023 年度 関東学生アーチェリー ターゲット個人選手権大会 本選 8/23～24

第 65回全日本ターゲットアーチェリー選手権大会 10/20～22

2024 年 ナショナルチーム選考会 11/3～5

ケ カヌー・スラロームセンター

都立葛西臨海公園に隣接する国内初の人工カヌースラロー

ムコース。

カヌーをはじめとした水上競技の国際・国内大会の開催のほ

か、アスリートの強化育成拠点としての運営、その他、広く水

上スポーツ体験やラフティングなどの水上レジャーへの参加

の機会を提供している。

・竣工日 （競技コース）令和元年５月31日

（管 理 棟）令和元年12月17日

・再開業日 令和４年７月23日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 江戸川区臨海町六丁目１番１号

・施設規模 敷地面積 約 57,715.71㎡

主要施設

施設名 施設の概要

競技施設
競技コース、ウォーミングアップコース、フィニッシュプール、ポンプ施設、

ボートコンベア等

管理棟
延べ面積約 1,224 ㎡

艇庫、会議室、トレーニングルーム、更衣室等

多目的棟 倉庫、多目的室 ※ 令和５年１月 13 日竣工

・管理運営 株式会社協栄が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕
（単位:人）

施設合計

令和５年度 52,363

〔主要大会〕

名称 日程

令和５年度カヌースラローム日本代表選手選考大会 4/14～16

2023 カヌースラローム アジア選手権大会・アジア大陸予選会 兼 第 46 回 NHK
杯全日本カヌースラローム競技大会

10/27～29
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コ 大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場

都立大井ふ頭中央海浜公園内に整備された、ホッケーをは

じめ、様々なスポーツで利用できる多目的球技場。

  数少ない公共のホッケー競技場として、ホッケーの競技力

強化と普及・振興の場であるとともに、屋外スポーツ施設が

集積した大井ふ頭中央海浜公園と一体となり、あらゆる都民

がスポーツに親しめる機会を提供している。

・竣工日 令和元年６月 27日

・再開業日 令和４年６月 18日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 品川区八潮四丁目１番 19号（メインピッチ）

及び大田区東海一丁目２番１号（サブピッ

チ）

・施設規模 敷地面積 （メインピッチ（多目的コート一

面分含む））約 26,520 ㎡、（サブピッチ）約

15,400㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインピッチ
建物延べ面積：5,927 ㎡

観客席：約 2,600 席（うち車椅子席 26 席）

サブピッチ
建物延べ面積：1,959 ㎡

観客席：約 500 席（うち車椅子席 5 席）

・管理運営 アメニス海上南部地区グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

施設合計

令和５年度 97,403

〔主要大会〕

名称 日程

2023 年度関東学生ホッケー春季リーグ 4/2～8/25 

高円宮牌ホッケー日本リーグ 4/21～11/19

第 32回東日本クラブチームラクロスリーグ戦 5/27～10/21

第 35回関東学生ラクロスリーグ戦 8/16～11/19 

日本ホッケー協会設立 100周年記念 ホッケー日本代表国際強化マッチ 9/2～3 

第 4 回 マスターズホッケー JAPAN CUP 2023 10/28～29

2023 年度関東学生ホッケー秋季リーグ 9/9～11/23

全日本学生ホッケー選手権大会 8/20～11/12

第 4 回 マスターズホッケー JAPAN CUP 10/28～29

シニア＆レディーズホッケー大会 4/29～9/30

ス
ポ
ー
ツ
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サ 東京アクアティクスセンター

都立辰巳の森海浜公園内に整備された世界最

高水準の水泳場。日本水泳界の中心として、国内

外の競技大会の実施や次世代アスリートの強

化・育成の場を提供するとともに、子供から高齢

者まで、誰もがスポーツや健康増進に取り組む

ことができる場を提供している。

・竣工日 令和２年２月 28日

・再開業日 令和５年４月 1 日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 東京都江東区辰巳二丁目２番１号

・施設規模 敷地面積 36,399 ㎡

延べ面積 50,692 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインプール
50ｍ×25ｍ 水深０～３ｍ、10 レーン・可動壁・可動床

観客席：4,934 席（うち車椅子席 52 席）

ダイビングプール 25ｍ×25ｍ 水深５ｍ

サブプール 50ｍ×25ｍ 水深０～３ｍ、10 レーン・可動壁・可動床

・管理運営 事業団・オーエンス・セントラルスポーツ・都水協グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

施設合計

令和５年度 696,652
〔主要大会〕

名称 日程

翼 Japan ダイビングカップ 4/2～4/9
第 99 回日本選手権水泳競技大会 競泳競技 4/3～4/9
第 99 回日本選手権水泳競技大会 アーティスティックスイミング 4/30～5/3
第 24 回東京都障害者スポーツ大会 5/20～21
第 15 回東京都選手権水泳競技大会 6/2～4
江東区民体育大会 水泳大会 8/20
第 99 回日本学生選手権水泳競技大会 競泳競技 8/30～9/3
東京都シニアチーム対抗水泳競技会 10/7～8
第 99 回日本選手権水泳競技大会 水球競技 10/26～10/28
ジャパンオープン 2023(競泳競技) 11/29～12/3
東京都ジュニア冬季短水路記録会 2/3～4
国際大会代表選手選考会 3/16～24
第 46 回 全国 JOC ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会競泳競技 3/26～30
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シ 東京都パラスポーツトレーニングセンター
東京2020パラリンピック競技大会のレガシ

ーとして、都におけるパラスポーツの競技力
向上の拠点、普及振興の場を提供している。

・開所年月日 令和５年３月 21日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 調布市西町 376 番３

（味の素スタジアム内）

・施設規模 延床面積 6,195㎡

主要施設

施設名 施設の概要

体育室 面積：744㎡

トレーニング室 面積：520㎡

多目的室 面積：186㎡

小多目的室 面積：107㎡

小体育室１ 面積：82 ㎡

小体育室２ 面積：123㎡

多目的スタジオ 面積：127㎡

・管理運営 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕       （単位：人）

施設合計

令和５年度 14,293

ス 障害者スポーツセンター
  障害者の健康増進と社会参加の促進を図るため、スポーツ・レクリエーション、講習会等の場を
提供する障害者専用のスポーツ施設である。

  区部に東京都障害者総合スポーツセンター、市部に東京都多摩障害者スポーツセンターがある。

東京都障害者総合スポーツセンター

・開館年月日 昭和 61 年５月 10日

・設置根拠 東京都障害者スポーツセンター条例

・所在地 北区十条台一丁目２番２号

・施設規模 敷地面積  22,568㎡

  
※ 平成 23年４月 東京都福祉保健局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

体育館 面積 761㎡

多目的室 面積 404㎡

トレーニング室 面積 241㎡

プール 25ｍプール ６コース

卓球室・サウンドテーブルテニス室 一般用卓球台５台 サウンドテーブルテニス用卓球台２台

洋弓場 70ｍ  

運動場 面積 7,082㎡

庭球場 面積 1,826㎡ 硬式３面

宿泊室 和室１室 洋室６室

ス
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ツ
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サ 東京アクアティクスセンター

都立辰巳の森海浜公園内に整備された世界最

高水準の水泳場。日本水泳界の中心として、国内

外の競技大会の実施や次世代アスリートの強

化・育成の場を提供するとともに、子供から高齢

者まで、誰もがスポーツや健康増進に取り組む

ことができる場を提供している。

・竣工日 令和２年２月 28日

・再開業日 令和５年４月 1 日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 東京都江東区辰巳二丁目２番１号

・施設規模 敷地面積 36,399 ㎡

延べ面積 50,692 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインプール
50ｍ×25ｍ 水深０～３ｍ、10 レーン・可動壁・可動床

観客席：4,934 席（うち車椅子席 52 席）

ダイビングプール 25ｍ×25ｍ 水深５ｍ

サブプール 50ｍ×25ｍ 水深０～３ｍ、10 レーン・可動壁・可動床

・管理運営 事業団・オーエンス・セントラルスポーツ・都水協グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕 （単位:人）

施設合計

令和５年度 696,652
〔主要大会〕

名称 日程

翼 Japan ダイビングカップ 4/2～4/9
第 99 回日本選手権水泳競技大会 競泳競技 4/3～4/9
第 99 回日本選手権水泳競技大会 アーティスティックスイミング 4/30～5/3
第 24 回東京都障害者スポーツ大会 5/20～21
第 15 回東京都選手権水泳競技大会 6/2～4
江東区民体育大会 水泳大会 8/20
第 99 回日本学生選手権水泳競技大会 競泳競技 8/30～9/3
東京都シニアチーム対抗水泳競技会 10/7～8
第 99 回日本選手権水泳競技大会 水球競技 10/26～10/28
ジャパンオープン 2023(競泳競技) 11/29～12/3
東京都ジュニア冬季短水路記録会 2/3～4
国際大会代表選手選考会 3/16～24
第 46 回 全国 JOC ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会競泳競技 3/26～30
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シ 東京都パラスポーツトレーニングセンター
東京2020パラリンピック競技大会のレガシ

ーとして、都におけるパラスポーツの競技力
向上の拠点、普及振興の場を提供している。

・開所年月日 令和５年３月 21日

・設置根拠 東京都スポーツ施設条例

・所在地 調布市西町 376 番３

（味の素スタジアム内）

・施設規模 延床面積 6,195㎡

主要施設

施設名 施設の概要

体育室 面積：744㎡

トレーニング室 面積：520㎡

多目的室 面積：186㎡

小多目的室 面積：107㎡

小体育室１ 面積：82 ㎡

小体育室２ 面積：123㎡

多目的スタジオ 面積：127㎡

・管理運営 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループが指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

〔年間利用者数〕       （単位：人）

施設合計

令和５年度 14,293

ス 障害者スポーツセンター
  障害者の健康増進と社会参加の促進を図るため、スポーツ・レクリエーション、講習会等の場を

提供する障害者専用のスポーツ施設である。
  区部に東京都障害者総合スポーツセンター、市部に東京都多摩障害者スポーツセンターがある。

東京都障害者総合スポーツセンター

・開館年月日 昭和 61 年５月 10日

・設置根拠 東京都障害者スポーツセンター条例

・所在地 北区十条台一丁目２番２号

・施設規模 敷地面積  22,568㎡

  
※ 平成 23年４月 東京都福祉保健局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

体育館 面積 761㎡

多目的室 面積 404㎡

トレーニング室 面積 241㎡

プール 25ｍプール ６コース

卓球室・サウンドテーブルテニス室 一般用卓球台５台 サウンドテーブルテニス用卓球台２台

洋弓場 70ｍ  

運動場 面積 7,082㎡

庭球場 面積 1,826㎡ 硬式３面

宿泊室 和室１室 洋室６室

ス
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東京都多摩障害者スポーツセンター

・開館年月日 昭和 59 年５月 24日

・設置根拠 東京都障害者スポーツセンター条例

・所在地 国立市富士見台二丁目１番地の１  

・施設規模 敷地面積  9,109 ㎡

※ 平成 23年４月 東京都福祉保健局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

体育館 面積 754㎡

トレーニング室 面積 176㎡

プール 25ｍプール ６コース

卓球室・サウンドテーブルテニス室 一般用卓球台３台 サウンドテーブルテニス用卓球台 1 台

宿泊室 和室１室 洋室６室

・管理運営 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

   
セ 味の素スタジアム

多摩地域のみならず全都的なスポーツの拠点として調
布基地跡地に建設された。サッカーＪリーグチームのホ
ームグラウンドとして知られるほか、スポーツ以外にも
コンサート、試乗会、フリーマーケットなど多彩なイベ
ントを開催している。

・開業年月日 平成 13 年３月 10日

・所在地 調布市西町 376 番地３

・施設規模
敷地面積  177,422.71㎡
建築面積  44,400.00㎡

主要施設

施設名 施設の概要

スタジアム

多目的競技場
トラック１周 400ｍ×９レーン、全天候舗装
天然芝フィールド 107ｍ×71ｍ（約 7,600 ㎡）
観覧席 48,013 席（うち車椅子席 336席）

アミノバイタルフィールド
人工芝フィールド 120ｍ×75ｍ（9,000 ㎡）
スタンド 収容人数 約 3,060 人

ポケットガーデン レストラン３店舗 ショップ１店舗

フットサル施設 屋内２面 屋外３面

ＡＧＦフィールド

第３種陸上競技場
トラック１周 400ｍ×８レーン、全天候舗装
天然芝フィールド 106ｍ×69ｍ
客席数 822席

みどりの広場 散策路を有する広場、既存樹木を保全

・管理運営  株式会社東京スタジアムが協定に基づき管理運営
・令和５年度事業実績

多摩障害者スポーツセンター
（単位:人）

施設合計

令和５年度 73,188

〔年間利用者数〕
障害者総合スポーツセンター

（単位:人）

施設合計

令和５年度 81,346
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〔主要大会等〕

名称 日程

スタジアム

J リーグ(FC東京、東京ヴェルディ) 年間を通じて実施

第 15回味の素スタジアム感謝デー 6/17
ＪＡＰＡＮ ＲＵＧＢＹ ＬＥＡＧＵＥ ＯＮＥ（東京サン
トリーサンゴリアス、東芝ブレイブルーパス東京）

12/9、12/17

アミノバイタルフィールド

関東学生アメフト 2023 年度 春季オープン戦 4/23～7/2

関東大学アメフト 2023 年度 秋季リーグ戦 9/2～12/24

ソ 有明アリーナ

東京の新たなスポーツ・文化の拠点として、

15,000 席の施設規模を生かしたスポーツイベントの

開催や、グローバルで最先端のライブエンターテイメ

ント等を提供している。

・竣工日 令和元年 12月９日

・開業日 令和４年８月 20日

・所在地 江東区有明一丁目 11 番 1号

・施設規模 敷地面積 約 36,576 ㎡

延べ面積 約 47,200 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
面積 約 4,100 ㎡

観客席 約 15,000 席（うち車椅子席 150、仮設席含む。）

サブアリーナ 面積 約 1,400 ㎡

その他 飲食・物販店舗、ジム・スタジオ、駐車場、駐輪場等

・管理運営 令和４年６月より、株式会社東京有明アリーナが公共施設等運営権に基づき運営

   （25年間）

・令和５年度事業実績

〔主要大会〕

名称 日程

W リーグオールスター 2022-2023 in 有明（バスケットボール） 4/29～30

UPRISING TOKYO Supported by Rakuten（スケートボード） 5/26～28

WBC・WBO 世界スーパーバンタム級タイトルマッチ（ボクシング） 7/25

パリ・サン＝ジェルマン（PSG）ハンドボール ジャパンツアー2023 7/31～8/2

2023 SLS CHAMPIONSHIPTOUR-TOKYO presented by Nikon（スケートボ
ード）

8/12

バスケットボール男子日本代表国際強化試合 2023 東京大会 8/15,17,19

バスケットボール男子国際試合 2023 東京大会 8/20

バスケットボール B3 リーグ 10/14～15,1/7～
8,3/9～10

WBA・WBC・IBF・WBO 世界スーパーバンタム級王座統一戦（ボクシング） 12/26

ジャパンオープンチアリーディング選手権大会
日本学生チアリーディング選手権大会

1/13

Performance Cheer Grand Final（チアリーディング） 1/14

ス
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東京都多摩障害者スポーツセンター

・開館年月日 昭和 59 年５月 24日

・設置根拠 東京都障害者スポーツセンター条例

・所在地 国立市富士見台二丁目１番地の１  

・施設規模 敷地面積  9,109 ㎡

※ 平成 23年４月 東京都福祉保健局から移管

主要施設

施設名 施設の概要

体育館 面積 754㎡

トレーニング室 面積 176㎡

プール 25ｍプール ６コース

卓球室・サウンドテーブルテニス室 一般用卓球台３台 サウンドテーブルテニス用卓球台 1 台

宿泊室 和室１室 洋室６室

・管理運営 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会が指定管理者として管理運営

・令和５年度事業実績

   
セ 味の素スタジアム

多摩地域のみならず全都的なスポーツの拠点として調
布基地跡地に建設された。サッカーＪリーグチームのホ
ームグラウンドとして知られるほか、スポーツ以外にも
コンサート、試乗会、フリーマーケットなど多彩なイベ
ントを開催している。

・開業年月日 平成 13 年３月 10日

・所在地 調布市西町 376 番地３

・施設規模
敷地面積  177,422.71㎡
建築面積  44,400.00㎡

主要施設

施設名 施設の概要

スタジアム

多目的競技場
トラック１周 400ｍ×９レーン、全天候舗装
天然芝フィールド 107ｍ×71ｍ（約 7,600 ㎡）
観覧席 48,013 席（うち車椅子席 336席）

アミノバイタルフィールド
人工芝フィールド 120ｍ×75ｍ（9,000 ㎡）
スタンド 収容人数 約 3,060 人

ポケットガーデン レストラン３店舗 ショップ１店舗

フットサル施設 屋内２面 屋外３面

ＡＧＦフィールド

第３種陸上競技場
トラック１周 400ｍ×８レーン、全天候舗装
天然芝フィールド 106ｍ×69ｍ
客席数 822席

みどりの広場 散策路を有する広場、既存樹木を保全

・管理運営  株式会社東京スタジアムが協定に基づき管理運営
・令和５年度事業実績

多摩障害者スポーツセンター
（単位:人）

施設合計

令和５年度 73,188

〔年間利用者数〕
障害者総合スポーツセンター

（単位:人）

施設合計

令和５年度 81,346
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〔主要大会等〕

名称 日程

スタジアム

J リーグ(FC東京、東京ヴェルディ) 年間を通じて実施

第 15回味の素スタジアム感謝デー 6/17

ＪＡＰＡＮ ＲＵＧＢＹ ＬＥＡＧＵＥ ＯＮＥ（東京サン
トリーサンゴリアス、東芝ブレイブルーパス東京）

12/9、12/17

アミノバイタルフィールド

関東学生アメフト 2023 年度 春季オープン戦 4/23～7/2

関東大学アメフト 2023 年度 秋季リーグ戦 9/2～12/24

ソ 有明アリーナ

東京の新たなスポーツ・文化の拠点として、

15,000 席の施設規模を生かしたスポーツイベントの

開催や、グローバルで最先端のライブエンターテイメ

ント等を提供している。

・竣工日 令和元年 12月９日

・開業日 令和４年８月 20日

・所在地 江東区有明一丁目 11 番 1号

・施設規模 敷地面積 約 36,576 ㎡

延べ面積 約 47,200 ㎡

主要施設

施設名 施設の概要

メインアリーナ
面積 約 4,100 ㎡

観客席 約 15,000 席（うち車椅子席 150、仮設席含む。）

サブアリーナ 面積 約 1,400 ㎡

その他 飲食・物販店舗、ジム・スタジオ、駐車場、駐輪場等

・管理運営 令和４年６月より、株式会社東京有明アリーナが公共施設等運営権に基づき運営

   （25年間）

・令和５年度事業実績

〔主要大会〕

名称 日程

W リーグオールスター 2022-2023 in 有明（バスケットボール） 4/29～30

UPRISING TOKYO Supported by Rakuten（スケートボード） 5/26～28

WBC・WBO 世界スーパーバンタム級タイトルマッチ（ボクシング） 7/25

パリ・サン＝ジェルマン（PSG）ハンドボール ジャパンツアー2023 7/31～8/2

2023 SLS CHAMPIONSHIPTOUR-TOKYO presented by Nikon（スケートボ
ード）

8/12

バスケットボール男子日本代表国際強化試合 2023 東京大会 8/15,17,19

バスケットボール男子国際試合 2023 東京大会 8/20

バスケットボール B3 リーグ 10/14～15,1/7～
8,3/9～10

WBA・WBC・IBF・WBO 世界スーパーバンタム級王座統一戦（ボクシング） 12/26

ジャパンオープンチアリーディング選手権大会
日本学生チアリーディング選手権大会

1/13

Performance Cheer Grand Final（チアリーディング） 1/14
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(3) スポーツ施設の整備

   都は、東京 2020大会に向け、アスリートにとって最高の競技環境を提供するとともに、運

営がしやすく、観客が快適に観戦できるよう都立スポーツ施設の整備や改修を進めてきた。

   今後、大会の競技施設をはじめ、スポーツ施設の新たな魅力を最大限発揮し、スポーツを

中心に様々な目的で都民が集うことができる拠点にしていく。

ア 大会を契機にした施設整備

競技会場は、競技を行う選手にとって最高のパフォーマンスを発揮できる環境を提供す

るものであるとともに、運営がしやすく、観客が快適に観戦できる施設であることが重要

である。特に、都が整備する新規恒久施設については、大会後も都民の貴重な財産として

有効に利用されるよう検討の上整備された。

   (ｱ) アクセシビリティの確保

東京 2020 大会の競技会場となった都立スポーツ施設の整備・改修にあたっては、「東

京 2020 アクセシビリティ・ガイドライン」を踏まえるとともに、障害者や専門家の意

見等を聴取する「アクセシビリティ・ワークショップ」を開催し、会場整備に反映した。

これらの取組により、例えば、車いすトイレに利用が集中しないよう、利用者それぞれ

に対応したトイレを個別に用意する機能分散の実現や、車いす席の水平・垂直分散配置

の実現など、アクセシビリティの確保を図った。

(ｲ) 再生可能エネルギーの導入

東京 2020 大会の競技会場となった都立スポーツ施設の整備にあたっては、「エネルギ

ー基本計画」や「省エネ・再エネ東京仕様」等の全庁方針を踏まえ、再生可能エネルギ

ーを積極的に導入した。

   ・太陽光発電設備

有明アリーナ、有明テニスの森公園テニス施設、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技

場、海の森水上競技場、東京アクアティクスセンター、武蔵野の森総合スポーツプラ

ザ

    ・太陽熱利用設備

     有明アリーナ、有明テニスの森公園テニス施設、東京アクアティクスセンター、武蔵

野の森総合スポーツプラザ

    ・地中熱利用設備

     有明アリーナ、東京アクアティクスセンター、武蔵野の森総合スポーツプラザ

イ 今後整備予定のスポーツ施設

(ｱ) 有明アーバンスポーツパークの整備

   a 検討経緯

    ⅰ アーバンスポーツゾーンの形成

      平成 29年４月に公表した「新規恒久施設の施設運営計画」にて、東京 2020大会

で使用された仮設スポーツ施設の移設、スポーツカフェ・ショップ等の設置によ

り、アーバンスポーツゾーンを形成するとした。

   ⅱ 若者に人気のある都市型スポーツの場の整備

      令和３年３月に公表した「『未来の東京』戦略」にて、アーバンスポーツゾーン

に、東京 2020 大会時の仮設施設を活用し、若者に人気のある都市型スポーツの場

である有明アーバンスポーツパークを整備することとした。
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   ⅲ 大会レガシーゾーンの整備

      令和４年１月に公表した「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」にて、東京

2020 大会のレガシーを活かし、スケートボード、スポーツクライミング（ボルダ

リング）、3x3 バスケットボール施設を備えた大会レガシーゾーンを、都が整備す

るとともに、民間事業者の創意工夫により、地域のにぎわい創出に貢献する施設を

併設することとした。

【参考】大会レガシーゾーン（令和６年３月時点）

    b 有明アーバンスポーツパーク整備運営事業の実施

  ⅰ 実施方針の公表

         令和４年６月に、民間の資金、創意工夫及び技術的・経営的能力等を活用し、効

率的・効果的な事業推進を図るため、「民間資金等の活用による公共施設等の整備

等の促進に関する法律」（平成 11 年法律第 117号。以下「ＰＦＩ法」という。）に

基づいて事業を行うこととし、ＰＦＩ法第５条に基づく実施方針を公表した。

       （整備運営事業の内容）

      大会レガシーゾーンとともに、多目的ゾーンを設置することとし、多目的ゾー

ンについては、有明親水海浜公園と調和し、かつアーバンスポーツその他各種ス

ポーツの振興に寄与し、地域のにぎわい創出に資する施設を、民間事業者の提

案・資金により整備することとした。

ⅱ 特定事業の選定及び募集要項等の公表

令和４年９月、ＰＦＩ法に基づき、有明アーバンスポーツパーク整備運営事業を

特定事業として選定し、同年 10 月、事業者の募集条件等を規定する募集要項等を

公表した。

    ⅲ 事業候補者の決定

令和５年３月、有明アーバンスポーツパーク整備運営事業を実施する候補者を決

定し、同年６月、事業契約書を締結した。

      ⅳ 先行利用（大会レガシーゾーンのみ）

令和６年４月、大会レガシーゾーンのうち、工事が完了した一部施設について、

都民等への施設開放を開始した。

令和６年７月、ＰＦＩ事業者による多目的ゾーン工事部分を除き、都民等への施

設開放を開始した。

      Ⅴ 今後の開業に向けて（予定）
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(3) スポーツ施設の整備

   都は、東京 2020大会に向け、アスリートにとって最高の競技環境を提供するとともに、運

営がしやすく、観客が快適に観戦できるよう都立スポーツ施設の整備や改修を進めてきた。

   今後、大会の競技施設をはじめ、スポーツ施設の新たな魅力を最大限発揮し、スポーツを

中心に様々な目的で都民が集うことができる拠点にしていく。

ア 大会を契機にした施設整備

競技会場は、競技を行う選手にとって最高のパフォーマンスを発揮できる環境を提供す

るものであるとともに、運営がしやすく、観客が快適に観戦できる施設であることが重要

である。特に、都が整備する新規恒久施設については、大会後も都民の貴重な財産として

有効に利用されるよう検討の上整備された。

   (ｱ) アクセシビリティの確保

東京 2020 大会の競技会場となった都立スポーツ施設の整備・改修にあたっては、「東

京 2020 アクセシビリティ・ガイドライン」を踏まえるとともに、障害者や専門家の意

見等を聴取する「アクセシビリティ・ワークショップ」を開催し、会場整備に反映した。

これらの取組により、例えば、車いすトイレに利用が集中しないよう、利用者それぞれ

に対応したトイレを個別に用意する機能分散の実現や、車いす席の水平・垂直分散配置

の実現など、アクセシビリティの確保を図った。

(ｲ) 再生可能エネルギーの導入

東京 2020 大会の競技会場となった都立スポーツ施設の整備にあたっては、「エネルギ

ー基本計画」や「省エネ・再エネ東京仕様」等の全庁方針を踏まえ、再生可能エネルギ

ーを積極的に導入した。

   ・太陽光発電設備

有明アリーナ、有明テニスの森公園テニス施設、大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技

場、海の森水上競技場、東京アクアティクスセンター、武蔵野の森総合スポーツプラ

ザ

    ・太陽熱利用設備

     有明アリーナ、有明テニスの森公園テニス施設、東京アクアティクスセンター、武蔵

野の森総合スポーツプラザ

    ・地中熱利用設備

     有明アリーナ、東京アクアティクスセンター、武蔵野の森総合スポーツプラザ

イ 今後整備予定のスポーツ施設

(ｱ) 有明アーバンスポーツパークの整備

   a 検討経緯

    ⅰ アーバンスポーツゾーンの形成

      平成 29年４月に公表した「新規恒久施設の施設運営計画」にて、東京 2020大会

で使用された仮設スポーツ施設の移設、スポーツカフェ・ショップ等の設置によ

り、アーバンスポーツゾーンを形成するとした。

   ⅱ 若者に人気のある都市型スポーツの場の整備

      令和３年３月に公表した「『未来の東京』戦略」にて、アーバンスポーツゾーン

に、東京 2020 大会時の仮設施設を活用し、若者に人気のある都市型スポーツの場

である有明アーバンスポーツパークを整備することとした。
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   ⅲ 大会レガシーゾーンの整備

      令和４年１月に公表した「ＴＯＫＹＯスポーツレガシービジョン」にて、東京

2020 大会のレガシーを活かし、スケートボード、スポーツクライミング（ボルダ

リング）、3x3 バスケットボール施設を備えた大会レガシーゾーンを、都が整備す

るとともに、民間事業者の創意工夫により、地域のにぎわい創出に貢献する施設を

併設することとした。

【参考】大会レガシーゾーン（令和６年３月時点）

    b 有明アーバンスポーツパーク整備運営事業の実施

  ⅰ 実施方針の公表

         令和４年６月に、民間の資金、創意工夫及び技術的・経営的能力等を活用し、効

率的・効果的な事業推進を図るため、「民間資金等の活用による公共施設等の整備

等の促進に関する法律」（平成 11 年法律第 117号。以下「ＰＦＩ法」という。）に

基づいて事業を行うこととし、ＰＦＩ法第５条に基づく実施方針を公表した。

       （整備運営事業の内容）

      大会レガシーゾーンとともに、多目的ゾーンを設置することとし、多目的ゾー

ンについては、有明親水海浜公園と調和し、かつアーバンスポーツその他各種ス

ポーツの振興に寄与し、地域のにぎわい創出に資する施設を、民間事業者の提

案・資金により整備することとした。

ⅱ 特定事業の選定及び募集要項等の公表

令和４年９月、ＰＦＩ法に基づき、有明アーバンスポーツパーク整備運営事業を

特定事業として選定し、同年 10 月、事業者の募集条件等を規定する募集要項等を

公表した。

    ⅲ 事業候補者の決定

令和５年３月、有明アーバンスポーツパーク整備運営事業を実施する候補者を決

定し、同年６月、事業契約書を締結した。

      ⅳ 先行利用（大会レガシーゾーンのみ）

令和６年４月、大会レガシーゾーンのうち、工事が完了した一部施設について、

都民等への施設開放を開始した。

令和６年７月、ＰＦＩ事業者による多目的ゾーン工事部分を除き、都民等への施

設開放を開始した。

      Ⅴ 今後の開業に向けて（予定）

ス
ポ
ー
ツ
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・令和６年 10 月 全面開業

(ｲ) 東京辰巳アイスアリーナの整備

   a 検討経緯

旧東京辰巳国際水泳場は、近接地に東京アクアティクスセンターが整備されること

から、東京 2020 大会後の施設の機能について、東京都スポーツ振興審議会における

有識者の意見等も参考にしながら検討し、平成 31 年３月、都内に施設数が少なく、

利用ニーズが高いアイスリンク（通年）施設として整備することを公表した。

令和４年 11月には、施設を運営する際の指針となる、「東京辰巳アイスアリーナ

（仮称）『施設運営計画』」を公表した。

        b 施設の概要について

通年アイスリンク施設

競技面 メインリンク(60ｍ×30ｍ)※国際規格、サブリンク(47ｍ×17ｍ)

観客席 固定席：約 3,500 席 仮設席：約 1,500 席

関係諸室 会議室(運営諸室)、カフェ・売店等

c  今後の開業に向けて（予定）

・令和５年度～ 改修工事

・令和７年６月  建物引渡し

・令和７年９月 開業

ウ スポーツ施設の大規模改修

老朽化した施設の改修・ユニバーサルデザインの導入、環境に配慮した施設への取組を

行うとともに、利用者の利便性の向上、トップレベルの競技の観戦が楽しめる場としての

整備を進め、大規模スポーツ大会等の開催にふさわしい施設へと再生する。

実施に当たっては、「第三次主要施設 10 か年維持更新計画」（令和４年３月東京都財務局）

（以下「第三次計画」という。）等に基づき、引き続き計画的に改修・改築を行っていく。

   (ｱ) 駒沢オリンピック公園総合運動場（昭和 39 年設置）の改修・改築

「駒沢オリンピック公園総合運動場改修・改築基本計画」（平成 22 年７月）に基づ

き、これまで弓道場、屋内球技場及び第一球技場の改築工事並びに硬式野球場の改修工

事等を実施した。

現在、第三次計画に基づき、体育館で大規模改修工事を行うとともに、陸上競技場で

は令和７年度に大規模改修の基本設計に着手する予定である。

   (ｲ) その他施設における今後の大規模改修（第三次計画対象施設）

        a 東京武道館

・令和６年度基本設計

         b 東京体育館

  ・令和６年度基本計画

c 味の素スタジアム
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［参考］

１ スポーツ施設等の管理者等

＜体育施設＞

施 設 指定管理者 指定期間

東京体育館

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化 事業団

○株式会社ティップネス

○株式会社オーエンス

5 年

(R5～R9)

駒沢オリンピック公園

総合運動場

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社オーエンス

○一般社団法人東京都レクリエーション協会

5 年

(R5～R9)

東京武道館

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社ティップネス

○株式会社東洋実業

5 年

(R5～R9)

有明テニスの森公園

テニス施設

有明テニス・マネージメントチーム

○東京港埠頭株式会社

○公益社団法人日本テニス事業協会

5 年

(R5～R9)

若洲海浜公園

ヨット訓練所

若洲シーサイドパークグループ

○東京港埠頭株式会社

○特定非営利活動法人マリンプレイス東京

5 年

(R5～R9)

武蔵野の森総合

スポーツプラザ

東京スタジアムグループ

○株式会社東京スタジアム

○株式会社京王設備サービス

○株式会社シミズオクト

○東京ビジネスサービス株式会社

○株式会社東京ドームスポーツ

5 年

(R5～R9)

海の森水上競技場

海の森水上競技場マネジメント共同企業体

○一般財団法人公園財団

○株式会社協栄

○日建総業株式会社

○野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社

5 年

(R5～R9)

ス
ポ
ー
ツ
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・令和６年 10 月 全面開業

(ｲ) 東京辰巳アイスアリーナの整備

   a 検討経緯

旧東京辰巳国際水泳場は、近接地に東京アクアティクスセンターが整備されること

から、東京 2020 大会後の施設の機能について、東京都スポーツ振興審議会における

有識者の意見等も参考にしながら検討し、平成 31 年３月、都内に施設数が少なく、

利用ニーズが高いアイスリンク（通年）施設として整備することを公表した。

令和４年 11月には、施設を運営する際の指針となる、「東京辰巳アイスアリーナ

（仮称）『施設運営計画』」を公表した。

        b 施設の概要について

通年アイスリンク施設

競技面 メインリンク(60ｍ×30ｍ)※国際規格、サブリンク(47ｍ×17ｍ)

観客席 固定席：約 3,500 席 仮設席：約 1,500 席

関係諸室 会議室(運営諸室)、カフェ・売店等

c  今後の開業に向けて（予定）

・令和５年度～ 改修工事

・令和７年６月  建物引渡し

・令和７年９月 開業

ウ スポーツ施設の大規模改修

老朽化した施設の改修・ユニバーサルデザインの導入、環境に配慮した施設への取組を

行うとともに、利用者の利便性の向上、トップレベルの競技の観戦が楽しめる場としての

整備を進め、大規模スポーツ大会等の開催にふさわしい施設へと再生する。

実施に当たっては、「第三次主要施設 10 か年維持更新計画」（令和４年３月東京都財務局）

（以下「第三次計画」という。）等に基づき、引き続き計画的に改修・改築を行っていく。

   (ｱ) 駒沢オリンピック公園総合運動場（昭和 39 年設置）の改修・改築

「駒沢オリンピック公園総合運動場改修・改築基本計画」（平成 22 年７月）に基づ

き、これまで弓道場、屋内球技場及び第一球技場の改築工事並びに硬式野球場の改修工

事等を実施した。

現在、第三次計画に基づき、体育館で大規模改修工事を行うとともに、陸上競技場で

は令和７年度に大規模改修の基本設計に着手する予定である。

   (ｲ) その他施設における今後の大規模改修（第三次計画対象施設）

        a 東京武道館

・令和６年度基本設計

         b 東京体育館

  ・令和６年度基本計画

c 味の素スタジアム
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［参考］

１ スポーツ施設等の管理者等

＜体育施設＞

施 設 指定管理者 指定期間

東京体育館

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化 事業団

○株式会社ティップネス

○株式会社オーエンス

5 年

(R5～R9)

駒沢オリンピック公園

総合運動場

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社オーエンス

○一般社団法人東京都レクリエーション協会

5 年

(R5～R9)

東京武道館

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社ティップネス

○株式会社東洋実業

5 年

(R5～R9)

有明テニスの森公園

テニス施設

有明テニス・マネージメントチーム

○東京港埠頭株式会社

○公益社団法人日本テニス事業協会

5 年

(R5～R9)

若洲海浜公園

ヨット訓練所

若洲シーサイドパークグループ

○東京港埠頭株式会社

○特定非営利活動法人マリンプレイス東京

5 年

(R5～R9)

武蔵野の森総合

スポーツプラザ

東京スタジアムグループ

○株式会社東京スタジアム

○株式会社京王設備サービス

○株式会社シミズオクト

○東京ビジネスサービス株式会社

○株式会社東京ドームスポーツ

5 年

(R5～R9)

海の森水上競技場

海の森水上競技場マネジメント共同企業体

○一般財団法人公園財団

○株式会社協栄

○日建総業株式会社

○野村不動産ライフ＆スポーツ株式会社

5 年

(R5～R9)

ス
ポ
ー
ツ
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夢の島公園

アーチェリー場

アメニス夢の島グループ

○株式会社日比谷アメニス

○日建総業株式会社

○アズビル株式会社

○株式会社日比谷花壇

○株式会社グリーバル

○株式会社エコルシステム

5 年

(R5～R9)

カヌー・スラローム

センター
株式会社協栄

5 年

(R5～R9)

大井ふ頭中央海浜公園

ホッケー競技場

アメニス海上南部地区グループ

○株式会社日比谷アメニス

○日建総業株式会社

○太陽スポーツ施設株式会社

○株式会社エコルシステム

３年

(R5～R7)

東京アクアティクス

センター

事業団・オーエンス・セントラルスポーツ・都水協グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社オーエンス

○セントラルスポーツ株式会社

○公益財団法人東京都水泳協会

5 年

(R5～R9)

東京都パラスポーツ

トレーニングセンター

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループ

○公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

○株式会社東京スタジアム

5年 1 カ

月

(R5.3～

R9)

＜障害者スポーツセンター＞

施 設 指定管理者 指定期間

障害者総合スポーツ

センター
公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

10 年

(H28～R7)多摩障害者スポーツ

センター

＜その他の施設＞（指定管理以外の施設等）

味の素スタジアム 株式会社東京スタジアムに普通財産貸付

有明アリーナ 株式会社東京有明アリーナが公共施設等運営権に基づき運営（令和４年６月

より）

有明アーバンスポ

ーツパーク

Tokyo Sports Wellness Village 株式会社が PFI法に基づく PFI 事業として

運営（令和６年 10月より）
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２ オリンピック・パラリンピックパーク

(1) 概要

ＩＯＣ及びＩＰＣと協議を行い、令和４年７月から、有明エリア及び武蔵野の森エリアに

それぞれ「有明オリンピック・パラリンピックパーク」「武蔵野の森オリンピック・パラリ

ンピックパーク」という名称を付している。

(2) パークエリア

次のエリアをオリンピック・パラリンピックパークとしている。

●有明オリンピック・パラリンピックパーク ●武蔵野の森オリンピック・パラリンピックパーク

東京 2020 大会競技会場

・有明アリーナ

・有明体操競技場

・有明アーバンスポーツパーク

東京 2020 大会競技会場

・武蔵野の森総合スポーツプラザ

・東京スタジアム

・武蔵野の森公園

※有明体操競技場は、大会後に改修され、現在は有明展示場（有明 GYM-EX）

ス
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夢の島公園

アーチェリー場

アメニス夢の島グループ

○株式会社日比谷アメニス

○日建総業株式会社

○アズビル株式会社

○株式会社日比谷花壇

○株式会社グリーバル

○株式会社エコルシステム

5 年

(R5～R9)

カヌー・スラローム

センター
株式会社協栄

5 年

(R5～R9)

大井ふ頭中央海浜公園

ホッケー競技場

アメニス海上南部地区グループ

○株式会社日比谷アメニス

○日建総業株式会社

○太陽スポーツ施設株式会社

○株式会社エコルシステム

３年

(R5～R7)

東京アクアティクス

センター

事業団・オーエンス・セントラルスポーツ・都水協グループ

○公益財団法人東京都スポーツ文化事業団

○株式会社オーエンス

○セントラルスポーツ株式会社

○公益財団法人東京都水泳協会

5 年

(R5～R9)

東京都パラスポーツ

トレーニングセンター

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループ

○公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

○株式会社東京スタジアム

5年 1 カ

月

(R5.3～

R9)

＜障害者スポーツセンター＞

施 設 指定管理者 指定期間

障害者総合スポーツ

センター
公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

10 年

(H28～R7)多摩障害者スポーツ

センター

＜その他の施設＞（指定管理以外の施設等）

味の素スタジアム 株式会社東京スタジアムに普通財産貸付

有明アリーナ 株式会社東京有明アリーナが公共施設等運営権に基づき運営（令和４年６月

より）

有明アーバンスポ

ーツパーク

Tokyo Sports Wellness Village 株式会社が PFI法に基づく PFI 事業として

運営（令和６年 10月より）
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２ オリンピック・パラリンピックパーク

(1) 概要

ＩＯＣ及びＩＰＣと協議を行い、令和４年７月から、有明エリア及び武蔵野の森エリアに

それぞれ「有明オリンピック・パラリンピックパーク」「武蔵野の森オリンピック・パラリ

ンピックパーク」という名称を付している。

(2) パークエリア

次のエリアをオリンピック・パラリンピックパークとしている。

●有明オリンピック・パラリンピックパーク ●武蔵野の森オリンピック・パラリンピックパーク

東京 2020 大会競技会場

・有明アリーナ

・有明体操競技場

・有明アーバンスポーツパーク

東京 2020 大会競技会場

・武蔵野の森総合スポーツプラザ

・東京スタジアム

・武蔵野の森公園

※有明体操競技場は、大会後に改修され、現在は有明展示場（有明 GYM-EX）
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５ 政策連携団体等との連携・協力 

⑴ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 

都民の生涯にわたるスポーツ等の普及振興を図り、もって都民の文化的生活の向上に寄与

することを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日  昭和60年10月１日 

・所在地    東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目29番９号 日本パーティビル３階 

・理事長    塩見 清仁 

・役員・評議員 役員９名 評議員12名 

・基本財産   ５億円（うち都の出捐金５億円） 

【令和５年度の取組】 

ア 指定管理者としての事業展開 

(ｱ) 概要 

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団は、民間企業等とコンソーシアムを構築     

し、東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館及び東京アクアテ

ィクスセンターの指定管理業務を行った。 

(ｲ) スポーツ振興事業と自主事業  

・スポーツ振興事業（都のスポーツ推進施策に基づき、各体育施設の設置目的・使

命を踏まえた先導的で広域的な事業） 

東京体育館           27事業 

駒沢オリンピック公園総合運動場 12事業 

東京武道館           34事業 

東京アクアティクスセンター   20事業 

・自主事業（体育施設を有効活用し、多様な団体と企業の参画によるスポーツ関連

事業） 

 東京体育館           10事業 

駒沢オリンピック公園総合運動場 ６事業 

東京武道館            ４事業 

東京アクアティクスセンター   １事業 

・周辺連携事業（地域の魅力向上や活性化に寄与していくための取組） 

        東京体育館           14事業 

        駒沢オリンピック公園総合運動場 ６事業 

        東京武道館           ９事業 

        東京アクアティクスセンター   10事業

イ 公益財団法人としての事業展開 
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(ｱ) 概要 

   令和５年度は、都のスポーツ施策推進事業、スマイル自主事業及び東京2025デフ

リンピックの準備・運営事業を展開した。 

(ｲ) 都のスポーツ施策推進事業 

・都立スポーツ全18施設の利用に関する総合的な窓口として「TOKYO スポーツ施設

コンシェルジュ」を開設するなど、「都立スポーツ施設連携促進事業」を実施

・スポーツ国際交流事業である「2023東京国際ユース（Ｕ-14）サッカー大会」及び

「2023ジュニアスポーツアジア交流大会」など３事業を実施 

・スポーツムーブメント醸成事業として、「スポーツフェスタ」、「ＴＯＫＹＯウ

オーク2023」や「スポーツ東京案内」などを実施 

・特別支援学校をパラスポーツの拠点の一つとして活用する「都立特別支援学校活

用促進事業」を実施 

(ｳ) スマイル自主事業 

     ・「島しょ地区スポーツ・文化普及事業」など５事業を実施 

・事業団広報誌の発行等の広報活動を実施 

(ｴ) 東京2025デフリンピックの準備・運営事業 

・全日本ろうあ連盟や東京都と連携し、大会開催に向けた準備業務を実施 

  ・都のガイドライン等を踏まえ､適切なガバナンス体制を整備 

  ・競技運営の方法や各種サービスのオペレーション等を検討 

 ・令和５年11月に開催基本計画を公表 

・個人や企業・団体からの寄附・協賛の募集を令和６年３月から開始 

     

⑵ 一般財団法人東京マラソン財団 

東京マラソンを安定的に運営し、国内外から多くのランナーが集う世界最高水準の大会へ

と発展させるとともに、ランニングスポーツの普及振興を通じて、都民の健康増進と豊かな

都民生活の形成に寄与することを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日  平成22年６月30日 

・所在地    東京都新宿区西新宿三丁目６番11号 西新宿KSビル８階 

・理事長    早野 忠昭 

・役員・評議員 役員29名 評議員８名 

・基本財産   ３億4,000万円（うち都の出捐金3.09億円）  

【令和５年度の取組】 

    ・東京マラソン2024  

    ・東京レガシーハーフマラソン2023 

    ・TOKYO ROKUTAI FES 2023 
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５ 政策連携団体等との連携・協力 

⑴ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 

都民の生涯にわたるスポーツ等の普及振興を図り、もって都民の文化的生活の向上に寄与

することを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日  昭和60年10月１日 

・所在地    東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目29番９号 日本パーティビル３階 

・理事長    塩見 清仁 

・役員・評議員 役員９名 評議員12名 

・基本財産   ５億円（うち都の出捐金５億円） 

【令和５年度の取組】 

ア 指定管理者としての事業展開 

(ｱ) 概要 

公益財団法人東京都スポーツ文化事業団は、民間企業等とコンソーシアムを構築     

し、東京体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館及び東京アクアテ

ィクスセンターの指定管理業務を行った。 

(ｲ) スポーツ振興事業と自主事業  

・スポーツ振興事業（都のスポーツ推進施策に基づき、各体育施設の設置目的・使

命を踏まえた先導的で広域的な事業） 

東京体育館           27事業 

駒沢オリンピック公園総合運動場 12事業 

東京武道館           34事業 

東京アクアティクスセンター   20事業 

・自主事業（体育施設を有効活用し、多様な団体と企業の参画によるスポーツ関連

事業） 

 東京体育館           10事業 

駒沢オリンピック公園総合運動場 ６事業 

東京武道館            ４事業 

東京アクアティクスセンター   １事業 

・周辺連携事業（地域の魅力向上や活性化に寄与していくための取組） 

        東京体育館           14事業 

        駒沢オリンピック公園総合運動場 ６事業 

        東京武道館           ９事業 

        東京アクアティクスセンター   10事業

イ 公益財団法人としての事業展開 
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(ｱ) 概要 

   令和５年度は、都のスポーツ施策推進事業、スマイル自主事業及び東京2025デフ

リンピックの準備・運営事業を展開した。 

(ｲ) 都のスポーツ施策推進事業 

・都立スポーツ全18施設の利用に関する総合的な窓口として「TOKYO スポーツ施設

コンシェルジュ」を開設するなど、「都立スポーツ施設連携促進事業」を実施

・スポーツ国際交流事業である「2023東京国際ユース（Ｕ-14）サッカー大会」及び

「2023ジュニアスポーツアジア交流大会」など３事業を実施 

・スポーツムーブメント醸成事業として、「スポーツフェスタ」、「ＴＯＫＹＯウ

オーク2023」や「スポーツ東京案内」などを実施 

・特別支援学校をパラスポーツの拠点の一つとして活用する「都立特別支援学校活

用促進事業」を実施 

(ｳ) スマイル自主事業 

     ・「島しょ地区スポーツ・文化普及事業」など５事業を実施 

・事業団広報誌の発行等の広報活動を実施 

(ｴ) 東京2025デフリンピックの準備・運営事業 

・全日本ろうあ連盟や東京都と連携し、大会開催に向けた準備業務を実施 

  ・都のガイドライン等を踏まえ､適切なガバナンス体制を整備 

  ・競技運営の方法や各種サービスのオペレーション等を検討 

 ・令和５年11月に開催基本計画を公表 

・個人や企業・団体からの寄附・協賛の募集を令和６年３月から開始 

     

⑵ 一般財団法人東京マラソン財団 

東京マラソンを安定的に運営し、国内外から多くのランナーが集う世界最高水準の大会へ

と発展させるとともに、ランニングスポーツの普及振興を通じて、都民の健康増進と豊かな

都民生活の形成に寄与することを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日  平成22年６月30日 

・所在地    東京都新宿区西新宿三丁目６番11号 西新宿KSビル８階 

・理事長    早野 忠昭 

・役員・評議員 役員29名 評議員８名 

・基本財産   ３億4,000万円（うち都の出捐金3.09億円）  

【令和５年度の取組】 

    ・東京マラソン2024  

    ・東京レガシーハーフマラソン2023 

    ・TOKYO ROKUTAI FES 2023 
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※ 令和６年度から東京レガシーハーフマラソンの開催にあわせ、「東京レガシースタ

ジアム」を国立競技場において実施【再掲】 

 ⑶ 株式会社東京スタジアム 

調布基地跡地に多摩地域のスポーツ振興の拠点となることを目指し、民間の資金、経営の

ノウハウを活用した競技場の建設及び施設の管理運営を行うことを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日   平成６年８月11日 

・所在地     東京都調布市西町376番地３号 

・代表取締役社長 片寄 光彦 

・取締役・監査役 取締役12名 監査役３名 

・資本金     96億5,250万円（うち都の出資金35億円） 

【令和５年度の取組】 

ア 株式会社としての事業展開 

      味の素スタジアム等の管理運営

イ 指定管理者としての事業展開 

     (ｱ) 概要 

株式会社東京スタジアムは、平成29年11月１日から武蔵野の森総合スポーツプラ

ザの指定管理業務を行っている。 

また、令和５年３月１日から公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループと

して東京都パラスポーツトレーニングセンターの指定管理業務を行っている。 

      (ｲ) 主な事業 

        スポーツ振興事業、地域貢献事業等（武蔵野の森総合スポーツプラザ） 

 ⑷ 公益財団法人東京都スポーツ協会 

都におけるスポーツの統一組織として、スポーツを振興し、都民の体力向上及び健康増進

を図り、豊かな人間性を育み、競技スポーツを発展させることを目的として設立された。 

なお、競技スポーツだけでなく、健康づくりや気分転換として行われるものを含むとして、

「スポーツ」の概念を広く捉える観点から、令和６年度から団体名称を「公益財団法人東京

都体育協会」から変更した。 

【組織概要】 

・設立年月日  昭和18年11月25日 

・所在地    東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 Japan Sport Olympic Square 10階 

・会長     山本 博 

・代表理事   塩見 清仁 
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・役員・評議員 役員29名 評議員16名 

・基本財産   8,000万円 

【令和５年度の取組】 

・競技力向上事業（国体候補選手強化事業、ジュニア選手・育成強化事業、国体選手健

康調査チェック等事業、オリンピック等日本代表候補選手強化事業、指導者育成・ス

ポーツ専門人材活用事業、ジュニア育成地域推進事業、トップアスリート発掘・育成

事業、スポーツ・インテグリティの理解促進事業、競技団体組織基盤強化支援事業、

パフォーマンスサポート事業） 

・国体推進事業（第78回・特別国民体育大会 東京都選手団の派遣） 

・生涯スポーツの振興と普及に関する事業（都民体育大会の開催、都民体育大会・東京

都障害者スポーツ大会合同開会式、都民生涯スポーツ大会の開催、シニアスポーツの

振興） 

・スポーツを通じた被災地支援事業（東京マラソン「10.7kmレース」招待事業） 

・総合型地域スポーツクラブの育成支援（登録・認証制度の運用、都民参加事業、シニ

アスポーツ振興事業、中間支援組織事業） 

※ 令和６年度から、暑さ対策補助事業を実施 

 ⑸ 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

都に在住する障害のある人の心身の健康の保持増進と自立、社会参加の促進を図るため、

スポーツの奨励振興に関する諸事業を行い、もって障害のある人の福祉の向上に寄与するこ

とを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日    平成２年５月１日 

・所在地      東京都新宿区神楽河岸１番１号 セントラルプラザ12階 

・会長（代表理事） 延與 桂 

・役員       役員24名  

【令和５年度の取組】 

ア 指定管理者としての事業展開 

     (ｱ) 概要 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会は、平成18年４月１日から東京都障害者

総合スポーツセンター及び東京都多摩障害者スポーツセンターの指定管理業務を行

っている。 

また、令和５年３月１日から公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループと

して東京都パラスポーツトレーニングセンターの指定管理業務を行っている。 

     (ｲ) 主な事業 

・健康スポーツ相談、スポーツ教室、スポーツ大会、地域交流事業、講習会、地域 
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 ⑶ 株式会社東京スタジアム 
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して東京都パラスポーツトレーニングセンターの指定管理業務を行っている。 

      (ｲ) 主な事業 

        スポーツ振興事業、地域貢献事業等（武蔵野の森総合スポーツプラザ） 

 ⑷ 公益財団法人東京都スポーツ協会 

都におけるスポーツの統一組織として、スポーツを振興し、都民の体力向上及び健康増進

を図り、豊かな人間性を育み、競技スポーツを発展させることを目的として設立された。 

なお、競技スポーツだけでなく、健康づくりや気分転換として行われるものを含むとして、

「スポーツ」の概念を広く捉える観点から、令和６年度から団体名称を「公益財団法人東京

都体育協会」から変更した。 

【組織概要】 

・設立年月日  昭和18年11月25日 

・所在地    東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 Japan Sport Olympic Square 10階 

・会長     山本 博 

・代表理事   塩見 清仁 
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・役員・評議員 役員29名 評議員16名 

・基本財産   8,000万円 

【令和５年度の取組】 

・競技力向上事業（国体候補選手強化事業、ジュニア選手・育成強化事業、国体選手健

康調査チェック等事業、オリンピック等日本代表候補選手強化事業、指導者育成・ス

ポーツ専門人材活用事業、ジュニア育成地域推進事業、トップアスリート発掘・育成

事業、スポーツ・インテグリティの理解促進事業、競技団体組織基盤強化支援事業、

パフォーマンスサポート事業） 

・国体推進事業（第78回・特別国民体育大会 東京都選手団の派遣） 

・生涯スポーツの振興と普及に関する事業（都民体育大会の開催、都民体育大会・東京

都障害者スポーツ大会合同開会式、都民生涯スポーツ大会の開催、シニアスポーツの

振興） 

・スポーツを通じた被災地支援事業（東京マラソン「10.7kmレース」招待事業） 

・総合型地域スポーツクラブの育成支援（登録・認証制度の運用、都民参加事業、シニ

アスポーツ振興事業、中間支援組織事業） 

※ 令和６年度から、暑さ対策補助事業を実施 

 ⑸ 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

都に在住する障害のある人の心身の健康の保持増進と自立、社会参加の促進を図るため、

スポーツの奨励振興に関する諸事業を行い、もって障害のある人の福祉の向上に寄与するこ

とを目的として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日    平成２年５月１日 

・所在地      東京都新宿区神楽河岸１番１号 セントラルプラザ12階 

・会長（代表理事） 延與 桂 

・役員       役員24名  

【令和５年度の取組】 

ア 指定管理者としての事業展開 

     (ｱ) 概要 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会は、平成18年４月１日から東京都障害者

総合スポーツセンター及び東京都多摩障害者スポーツセンターの指定管理業務を行

っている。 

また、令和５年３月１日から公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループと

して東京都パラスポーツトレーニングセンターの指定管理業務を行っている。 

     (ｲ) 主な事業 

・健康スポーツ相談、スポーツ教室、スポーツ大会、地域交流事業、講習会、地域 
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振興事業（東京都障害者総合スポーツセンター及び東京都多摩障害者スポーツセ

ンター） 

      ・スポーツ振興事業等（東京都パラスポーツトレーニングセンター） 

イ 公益社団法人としての事業展開 

(ｱ) 都補助事業 

パラスポーツ地域サポート事業等４事業を実施 

      (ｲ) 都との共催事業 

パラスポーツイベント「チャレスポ！ＴＯＫＹＯ」、パラスポーツ次世代ホープ

発掘事業等18事業を実施 

      (ｳ) その他 

パラスポーツ理解促進・普及啓発支援事業、各種スポーツ教室の開催協力、スポ

ーツ大会の開催協力等 

⑹ 公益財団法人東京2025世界陸上財団 

東京2025世界陸上の準備及び運営に関する事業を行い、もって大会を成功させること、ま

た、それらを通じ、都民及び国民のスポーツの普及、振興を図り、健康増進と豊かな生活の

形成に寄与するとともに、開催地である東京及び日本のプレゼンス向上に資することを目的

として設立された。 

【組織概要】 

・設立年月日    令和５年７月４日 

・所在地      東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 Japan Sport Olympic Square 

・会長（代表理事） 尾縣 貢 

・役員・評議員   役員12名 評議員３名 

・基本財産     300万円 
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